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奈良県川上村上多古及び高原における高齢スギ人工林の現状と今後の施業指針

高橋絵但奈*・竹内典之*
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しはじめに

近年. :t主伐Jm施業の袈悦が凡庶されてきている。こ

れからの長伐郎総業の I~l 棋は，平均年輪111長がスギでは

2.0-3.0mm，ヒノキでは1.0-2.5mmでそろっている催

良大筏材をつくることであり，このような JI~t([をもった

木材をつくるための森林管嘆の恭本は. :f})めは後仕立て

にして形質の1[1]J:を関り，以後は順次中ょう~疎仕立て

にもっていき， 111木の肥大成1乏を促進するやりかたが優

良であるといわれている(鈴木， 1995)。現夜の様準nむ
な段j切である60年を延長することが，材級生産効率の点

からは不合理Jl.ではないこと(大使ら. 2000)， 200年生に

近い11/i1付えであっても周出の蹴IJt-J後，成長治宝良くなること

カ可能認される (jdtら. 1985) など，長伐J~打 I市街古林に

l対すみ{問ヲを:rr~ íÝUがし、くつかある。 ftt~括的なî?p!11によって

1'~lj ili1iになってもさらに似体の成長を促進させ，高齢・向

者J結・ i市生産の林分を1]指すこと(熊111奇， 1985)ができ

るであろうという見通しは立ちつつある。しかし長伐

JUJ紬梁の技術は卜分lこは縦3之されているとははい員長いっ

i11野林業の特徴は，後1'f九多IIIJ伐，長伐WJで.i長良大

詰材の分が行われてきており，他地域から見れば，前

述した長伐JtJJ施業の日椋にあった施業の技術は確立され

ていると考えられがちである。しかし，吉野林業地では，

他地域よりさらに伐WJをのばす動きがfねてきており，従

米の伐JUJ (80-100"1りを j越える施業指針が必~になっ

てきている(向檎・竹内， 1999c)。古野地域において

100年段以上を{えJtJJとするスギ林分の施業指針としては，

150{r:，までのJIX.f堅手之がある (北村. 1913)。しかし J拭様

Jとでは林分の平均111iと全体位しかわからず， n開花級の

*京都大学災学研究科

• Gr日duateSchool of J¥はriculture.[(yoto University 

木がどれだけJI3<.確できるかといったサイズ分布などの情

報は得られない。古野林業地における今後の長伐WJ施業

折針のTi(!(立のためには，日擦になるであろう潟齢なスギ

人工林における[約草分おや立木と樹j誌の配置，各111;1体の

成長苛;を調査し，検討することが必裂である。

そこで本初f究で、は奈良県吉野1{11J11上j;j'のお齢スギ人工

林 2ヶ所において旬:木市ld11tを行い，直筏分布とr:号伐効果

について考察した。また，その紡糸を用いて今後の施業

指針について考察した。

2.調査地の概要と調査項目

部査をおこなった奈良県古野郡;IU二村は，奈良県中央

東部に位liRし，三県とi溌接する072野林業地のrll心地

の一つであり，高齢人工林が散請:する。裂は，秩父市

生服であり，年持水設は2.000mm以 L 年平均気j誌は

14
0

C. 冬季の戟雷は30cmJ.:J、 1;で，スギの生育にとって

大変忠まれた環境にある(JIU:村， 1995) 0 

は，上多151山氏と，l:ljJj;(地区にそれぞれ lカmず

つ設けた。 ii!げ凶:本業株式会社所有の山林で，代々山守に

よって守り育てられてきたスギ人了陶林である。これらの

スギ林分は林としての広がりを持つ人工林としては，段

高Îlìj~の音11苛Hニ l認すると考えられる c

2.1. 上多古調査区

J二多古川上jJfGの t?J~i'，jj 580 mにあるrJ{JTI!j IÍîJ きの I~rlJ訟のス

ギ・ヒノキ人工林に70m x 80mの方Jf~l2( (Plot A， tJ， f 

プロット A)を設け 5mメッシュにiま測した。方影i乏

i人!の全木の ll(ITI 雨前:筏とな水位H~t ， 1京本木の樹向(ブロツ
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トA内35本)をi)!lJ7.誌した。さらにプロットA内外で1998

年に伐採された 411母体について，伐掠il可(JlI1l!1JJ也i経から

伐採 IfJ i までの向さ)における抗筏成長を中心から 10{1~ ご

とに測定した。 70mX 80mの方形IKI々 には多くのヒノキ

が含まれていたので，本報訟では，その111のスギを主と

する50mX 50mの)j形ぽ (Plot)¥ 1， t!、fプロット

}¥-1) の翻資材来を治した。プロット }¥-1内の全水

について，斜 1mJ:，-f左右とその[BJの計 8jJlI:j]の枚張りを

託制定し，プロット}¥-]内に紛れ出カf入っているlf1i];21*に

ついては，プロット}¥-llJqに入っている樹混在日分の1m

fl'lがわかるように，校自主りをiJ制定した。調査は199911::9 ， 

10月に実施し，腕向ll!併をは， 1 11:: Illjの成長1，1:を5Jとめるた

めに2000年8PJにfli-iJllJ定したc

1二多古側資j~{では，少なくとも 1890年頃と 1950 1j'.前後

には間伐がおこなわれたとの開き取り結果が符られた。

2.1.1 上多古調査院における林齢の推定

本郷査!互の林齢については約22011:: "j:_で-，芦Hネであ

ろうといわれてきた。そこで，各伐十誌の伐採潟における

"I'Jji命数と)J印肉mI1壬，樹高の測定結染を検討し林帥をTi{l1

認した。 1に伐棋の伐採，1ヰと年1愉数を示す。 NO.l

の111!1{;本は， 11三輪設立が204本であり， 1むの :311m体と比il佼し

て少なかったが，プロット.1'1.-]内にN:t泣するNo.2，

4の211母体は (1ヌ1-1参!l日)， {r:i陥数が210本前後であっ

夫… 1 L多 ilJ，~，111つぎにおける{父採向と{足以の 1Hfffiì t&:
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同一 2tこ芯 cm1，f;約のn主任Il符初本数分;(Iiをぷすc 1白

筏階別本数分布は， 84cmljl;¥，に依頼f砲をもっ分布を示し

た。凶:.Jに標本木の1Mj';'ti I;l'¥' iJIJ /jζ数分イli を示す。 JI~び抜

けて樹尚が向い11811*が56mWiTtこ2/j~あるが，樹 ?i:;，'jl時間 IJ 本

数分ギri は44m と 46ml~れこ i詰控訴11むをもっ分布を示した 2

11別*の樹ifJjが飛び1友けておかったJllll!1については，この

21181休が小さな宇干の"11に杭W'{:しており，ゴ:境条['1二がfむの

1IRl体とiもなることが考えられた。以 kの将来より，イヰ，¥MJ

資iまは，林fHYiKf']210ir:1!:の A 斉林であると考えられる。

2.2. 高原調査区

J(;j }J;(川上流の主主的'i750mにある市1)日Iri]きのinflll'l'のスギ

人工林Lこ50mx80mの}.Il!三IK(Plot B，以ドプロットB)

を設け，プロットBI}すを 5mメッシュにほ削した。プロ

ットBの)J!q?8inh:誌と立水位蹴， 1~~{本木の樹向(プロット

日I勾39本，プロットお外 7本)をiJllJ定した。さらにプロ

ットBI7すタトで1998i1'に伐J采された 51附{本について， 1えj采

113における政経成長をrjl心から10if.ごとにiJllJ定したc ブ

ハ
u
u

nuυ 
ハuu

d
i
g
'
E
 

J
1
・1

A

ハ
4
1
M
 o

 

n
v
i
 

l
l叶
一

一

一

n
D
7
'

ハ
O
r
O
A斗

q
u
η
L
t
l
n
u

(
一
円
。
一
心
¥
・
0
C
〉
」
由
{
ゼ
コ
Z

日inoki 

Sugi 

o c自 にD て:rc'、J CコCむにD 叱才
にD に.or- coæcコ O~吻c'-l

凶行 (cm) 

|ヌ1 2 1'，多，liiUM1f.1;(における11'(任1;削jリ本政分イli
Fi認2 ])B!l di日tribuliol1o[ plOI at 1くのdako

5 
Plot A-1 

円
〈

u

n

/』

k
A
O
C
ω
コぴ
ω
」
い
凶

。
000令、J 叱司~~OOO小、j司オ~OO
<'?叱:t-.ey-叱f叱すて寸ぱ)Li)ぱコば)Li)

He i ght (m) 
|以附文刈!一3 }，多 t白f 品科1村f命t訂iμ以手￡心~，にこお iけt..::る~1七総fポ~l{/f.本三A水4のも悦iな1"1'1必J布'jl附号祈十W}日別ulJ判4本£数分イ布li ; 

iドr守1I広1，'.:3 J町'lei区ht【dislr渇t引IbulIonりfsもt日lIIlpletree~日， al Kodiλlk(り)plot 



降
ーやj 検

.1 '" 

畜

長 持

V 1. 1. 

1. 
@ 

@ 

@ 

@ i/ 
u 

@ 

@ Ie 

@ 
鎗

一一←
e 母同ヰ

陣容

?……… 

俊一
也 1/ @ 

te 
@ 

@ 
@ 

@ 信器

1¥ 

#村、研究 732001 

ロット 131};J(こ50mX 50mのJiJI;1豆 (Plot13 -1 ，以下プ

ロット13… 1)を設け，プロット13-1内の令11川本につ

いて，上多自治IHdまと i吟じ)j法で枚ijIミりをil判定したc 調

J'f!土2000"1:7， 8 JcJに実施した。

向総司I;JJ'J院では，第 2次i世界大ii没後しばらくはijl.木的

に1"1x:き伐りが行われていたねu支で、あったカペ 1985{lo(こ本

数1111伐本にして20%の111]1えが行われ， 1998年には災関本

やカ{i客ちたf防11本などお本が{えJ采されたとのIJ甘さ11'Kりキ古

来がfザられたc

2.2.1. 高原調査症における林齢の推定

高原制ヂ引き:は，村iihtカf約250年生であると設われてき

たが，お!?光林業株式会社の所有になるJ.j，fJijには，所有者

がiもなる林分が入りおjんでおり，年代の1.J'ヰなz:，水が合

まれているとの1mき取り結染が持られた。そこで， ーヒ多

iJj ，11m JIJ~ 1まと同様にして， ~fL /f(の""j: ft を推定した o 1<' -2 

に伐艇の伐探i向と年輪数， [ヌ1 1¥に京本と伐恨の位i況を

示すoNo. 1， 2 の1IIH本はプロット 131)~ に{立 i泣し， NO.3 

.~ 5 の WiJ1本はプロット B外に f~!~ ím~ した c No. 1， 2， 4 

の 11~I14ドは 170年生前後であった。また， No.:jの11母体は

240 "I'JI.=.前後， NO.5の1WJ{本は210年投前後であった

iヌ1-5 にプロット 13における標本木の樹1~~~lj [{科目IJ本数分布

t< 2 ，'，':j));¥，町村正liにおけるf主将占有と伐似の"1"1'命数

Fig.2 Cutlin日 hcightand annual ring IlUmbCl・ofthc SlLllllpS 
at '1、akahara

NO.5 
× 

NO.3 
X 

1
 

・ムり

を示す jji1j宍'j[惜別本数分布は， 46ml~}1 と 50mWiiの 2 つに

どークをもっ分布を示した。 f仙台jのiWJ定;:11j洪とJJU也にお

け'る分布:伏況を考l註した結来，プロット131);Jは，間-" 

rJ 1:.とおドの部分が230年ll='liij後， IX J1ljj rt Iリと部は1701，1:

前後の 3つにほう〉できると考えられた。隊1-6にこの

ようにIRnuiした場合の 8cm前約のn1ff [~}T ))IJ本数分布を

示す。プロット13と13-1内の全11母体の刊行料約百IJ本数分

布は， 81cml~;\' と l08cm断の 2 つにピ…ク~もつ分布を

示した。 230年生前後であろうと推定した111i11+:は，ブロ

ット 131付に位j践する81cml併の 1111i]体を除し、てすべてが

100cmll持J.j、1:.の{肉体であり，このようにほpIijしでもさほ

ど不都合はないと考えられた。オー;報併ではJ.j、後， 230{!: 

'j;.liij後と 170年生前後の 2つの年代の立水を合むプロッ

ト13-10)詩M1!t*i!i洪を示す。
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f年ド引i間{丹間i自jに林分!ji円i4制i

IhaJ:明i将4引幼j方加j月IJII打iしていたort:i近畿 .1旦11沼地J:jスギ林分泌n史管J'll

悶(林野庁， 1999) をITJいて1'11，した)1又iit比数は，約

0.5であった。

Plol B-l 
11 

10 

3.1.1. 直接分布の正規性

謀総2終による検定 (Jタ~m ， 1966) をJfjいて，プロット

}¥ 1におけるJ9991j三の11担保分布の正規性を検定した。

検J1ミの結果， if日壬分布は正JJ~でないとはいえないことが

硲i誌できた。また，プロット }¥-lにおける19991Fの)J句

尚庶認のiJ!1j定1n'(では， 'F:j匂は92‘8cm，t~~ili\世話完は 14.1で，

変動係数は15%であり， 1999 11ミと 200011~では 8cm括

約のn'[筏階別本数分布， li'H去の標準価;弘変動係数にほ

とんど変化は見られなかった。

i 門口:山:詰νOtlυ1

j1ldJ|川ι江口瓜ム

フ

Plol B 
0 

G2 

品川l;(制作以におけるil'f任附lJリ本数分ギ[j

DBH dislribution ()f plot日日1']、日kahara

3.調査結果

i究1 6 
Fig.(i 

3.1.2. 立木配罷

ば1-1に示したように，¥J.水が比較的均一に分布して

いる。プロット}¥-1の削fttと立木本数から算出した平

均立木間距離は10mで・あったc

各制資i互における林分概要を表-3に示す。1ff1尚と材

般については，凶一?に示すように，削除東吉野村杉待

でのiJ!iJ定結果(お縞・竹内， 1999b)に上多古，高原jllij

j似まにおけるiJ!iJ定植を合めて求めたJ-:J、 fの同係式をmい

て推定した。〈主式は，スギによる問帰式であるが，プ

ロット }¥-1内に 1111i1体合まれるヒノ今についても

式をJIJし、て樹高と材干fiを拝IHした。
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3.1. 上多古調査区

プロット}¥-}の19991日間定の立木術院は100*/ha

(I;)~ヒノキ 4 :<1三Iha) ，平均胸ïl~!j1丸花は92.8cm，王子均樹高

は44.0m，*本分i;i:宇材T'rfは1.304m:l /ha， iJ旬iおl祈両総合計は

69.2m ~/haであった。また， 1999年から2000年までの l
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3.1.3. 樹間投影図

8 )i1句の校採りのiJ[lJ定点を詩文総で結んだ樹;記投J;l';1記iを

|災|…おに示すc王子均樹j古前!被は67.6m"-('あり，樹la/IlI

脳と liiJじj併殺を持つF1Jのni伐として鉱山した樹冠11な伐の

、 I~j~J は9.2mであった。欝問中は65%であり， tMi叫が比

絞的なり合わずうまく配i註されていたc
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9 J:. 多 I17泌 1t 1;(における JJr~ 尚!I'Hまと結J)éiu'f1をの関係
l~clalionship bclween DBH and crOW!1 cliall1clcr al Kodako 
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Crown projcctiO!1 chart at Kodako 
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i式1 8 
Fig.8 

i二多 Ilir\JIJ育 lまにおける伐恨のÏlhJ壬成誌のlfl~移
Diameter change of the stumps al Kodako 

12(1-.10 

Fiは.10

院1-11に各1llil封iの11'心からlQ{loごとに5ド均した直径成

長の推移を示す。 1890年頃に行われた間伐の}持続では，

No.l， 4の 211羽1*ではIVJ{ifi[(こ増加していたとはいえな

いが， No.2， 3の 21肉体のla探成長が!日j伐前と比べて

1111伐f去に哨力IJしており， IllJ伐前の1.3~1.5怖になってい

たcまた， 1950年前後の|制えでは，すべての11母体の庇任

成長が間伐liirと比べて榊加|しており， U~ l.61告になっ

ていた。

3.1.4. 樹冠獲径

i誠一 9に. )J旬i'，;:jfii(筏と御j話ft日壬の関係会示す。胸高広

筏と樹冠j!¥{径には正の中日|具jが見られ， 1'ill潟部数は0.48で

あり，腕おi立話の大きい11，1;1体ほど樹j認も大きい傾向が見

らjした。 1999:'[Fと2000:'[1ミにおける胸肉設の測定似から

算出したi立控成長の~， 4 mm/I，r: (年給料 2mm)以 kの

11/;1体に技日してみると， j!立径!成長がtJ111m/年以上にな

るためには，樹海:底慌があるねu立以 i二必袈であることが

わかった。 1;g11!1の庶務長は，

Dc = 0.04529D + 4.985 ・・・〈信

Dc:掛;訟H主任 (111) D:腕向庶筏 (cm)

で， ]1立if:成長が 4mm/年以 1-. になるための段小掛~í訟を

示すっ

3.2. 高原調査区

プロットB 1の立水浴!支は112本/ha，.'f・均約114Jjillf去

は99.2cl11，平均樹 I11j は45.2m，林分幹材干l~t，ま1，721111:l/ha， 

)J('u尚wrrmi総合計は89.3m"/haであった C&…3参!日o。

IN近畿・1IL11現地)iスギ林分裕度管理II.I支J(林野庁， 1999) 

3.1.5. 伐採高における直桂成長

iメ1-1Q(二弁11，1;1村正における伐採向でのほ符成長を示すo

No.lの111il体は，近年成長が従えており， No.4のf肉体は

11) J悶}記長がよく. tJ 11，1;114>:の内で、はどのil.:1tをとっても故

大ほ筏を示した No.2とNO.3の1IIil1*'ま，ほほ間七誌に成

長してきていた。



3.2.4 樹冠議後

iヌ1-13に胸i旬 f~L1.去と樹泡:庇筏の関係を示す。腕 i"~~lj直結

と付H説庇fまにはの相j共iが見られ，相関係数は0.68であ

り， JJ的;.'j ~\L{壬の大きい11母体ほど樹冠も大きい傾向が見ら

れた。凶"11に全水のデータを使用して求めた}JjCri?:を通る
|η11m線を示した。また，上多自制資12<:のiJllJ定前から求め

た底筏成1乏が 4mm/:fj:以 1..の11，1il1*におけ-る， ii立小の樹

紙記(径を示すV'i京jjiを合わせて示したc 全i主主主の46%にあ

たる 13似体がJ渋ノj、必H話 Ij~l径jよU'.の樹冠ìfI 1王を示し

3.2.5 鵠採高における臨極成長

区1-14に各{肉体における伐掠ぬ.でのKl:筏成長をえjミす 6

NO.3の{間体の初期成長やその後の成長がやや思く， No. 

2の制体は初期成長は良いが，近年成長が111下している。

5の11削'*のj主i毛を示すおiiの1ft!さはほぼ間じNo 1， 4， 

であった。

IsI… 15に各111il1*の111心からlQ:iF.ことに平均した11日経成

長のiflif多をぷす。 111心から10-:30:ij勾1:1支は，山筏JjJU毛が

Gmm/:ijミをi越えるIEE蝶な成長を示していたが，それ以

降は 4-5 mm/ir.H¥授の成長を示していた。 1980年磁

の!日Hえでは， No.3， 5の 211司1*0)il;C {f:}~と廷は lLí: f して

いたカ{， No. 1， 2， 4の 3↑|判14，;0)1任1.AiJ.記長は， 111]伐前

と比べて1.1的手i¥1主であり，ややI技力11傾向をえlミしていた。

鹿控分布

17制t~~，の n主任分布については一般に，はじめ正規

制であるが， i新次左側していき，その変動係数は， 20-

FOR lms.. KYOTO 7:1 2001 

i立112 正:jJJ;(剣先 1.5(における紛れêii立封r~Il( 1
Fi誌白12 Crowll projection char・tal Takahara 
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4.1 

iまI11 1".多)i市1oJ1i:1乏における伐般の1O{1:ごとの平均約;任成長
ト、ig.l1 Mean diameler gro¥Vth of lhe stumps with every 
decade al Kod日ko

3.2.3. 樹冠投影鴎

間一 12に樹越投)Jf;際iを示す。王子均樹冠Tfli和は71.0m2， 

平均樹話n'If主は9.:3m，滋W.Jネは70%であった。樹認が

それほど1T(なり合わず，比較的うまく蛇iiまされているが，

j十枚の個体が何水か有:在し

3.2.1. 鹿径分布の正規性

プロットB-llJg の立木は，前述したように 170ir: ~1と

前後と230年余前後という 2つの年代のものが含まれる

ことがifE;iEされ，直筏分布にもその;;ち宅宇治{Ul-Cいると考

えられた。そのため，プロット B-lにおいては170年

生前後と 2:30年 ~!:.fìíj後の 2 つの年代に分けて， J二多淵

究区と同様に ì在任分イ11の正jJi'l~tの検定をおこなった。

検定のあii栄，各11三代とも [!'I筏分イliは正規でないとはいえ

ないことが総訟できた。また，プロットB 1 は，庇{主

の平均が99.2cm，i紫燃側諸が17.5で，変動係数は18%で

あった。

3.2.2. 立木配置

iヌ1-4に示したようにプロット8… 1では，比jl淡的1'5]

--に\';~水が分布していた。プロット B- 1の}ちi積と立木

本数から tl/!\ した，平均立木 IrlJ ~III)JH: は 9.4mであった。
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を川いて算出した)1引責比数は， 0.6であった。
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Thinning 
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35%であると首-われている(大間~l， J 9(1) 0 ~*約28211:'生

のスギ人工林の制宏事例によると， hれあたり 94本であ

った主林水のi1~I筏階7JIj本数分布は， .Nrlf;:過に見られる正);!t

分布や1刊誌現とは全く iもなっており(鈴木， J98tJ)，こ

の林分の変動係数は39%であった。 M~\討を少なくとも 7

IITlのIIJj1えが行われ，比較的正規分布に近い分布を示す93

イr:と1".のス.::f'人工林でも(鈴木， 1984)，変動部数は36%

であり，かなり ifzぃ111i'5:ポした。

プロット八ーしそしてB 1では170:ijoIJ:.と230年生前

後の 2つの林分に分けた場合の政花分布{ム正規'Itl:の検

定の結果，ほほ正規分布引を示していた。また， il口去の

変動係数はプロット}¥-lでは15%で 2つの年代の立本

を合むプロットB 1でも 18%であり， J~，記の石JI 究事例と

比較してかなり小さいことカf特花見であるといえる。 古 ~!J'

林業j也では， 1m伐の際に立本の配iffや大きさをそろえる

ということに京点がi泣かれた術!交官;翌日が行われてきた

(よ守備・竹内， 1999a)。このような配慮により，民〔慌がそ

ろえられ，庶慌の変動係数が小さくなったと考えられる

NO.5 

NO.1 

No. 2 

No. 3 

Observed data 

/)c口 0.09385D R' 0.68 

Minimum crown diameter 
to gainムDBH迄4mm/year

at Kodako 

Dc::= 0.04529D + 4.985 

|立1-J:) 尚昆し税1WにおけるJJi'll，'，':j11'1: fをと悦iiill'(f去のl)¥Jj，f，
ドig.13 Relationship between DBH and Cl・()wndiamむterat 
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4.2 間伐効果

.IL水のほ夜成長は，環境条件などによって変化するこ

とが知られており， 20011'-に近い林分における成符成長

の変化をIl'tl伐のみによって説明することは困難であ

しかし， I二多言irJlijヨ11:15<:と高服部奈区での伐係i刊におる。
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ける II担任成長を見ると， lilijWt，L1fほとも Iflj伐後に[1'(1.そ成長 いが，少なくとも200"1"1J:.JiIj後までは，掛械的に街!主管

がJ:N )J 11 に íl以じた間体が見られた。特に上多 I~î 淵]ffl乏では JIH~ おこなうことによって， 11].木成長を史えさせず 1向

IflJ伐後のli'[任成長が!fJJ伐前と比べて1.3-L61tfになって 都千ii，117j成長， ífS~t:.庄の林分を n 指す(究員111札 1985) こ

いた。このことは，)(住ら(1985) も報:!?しているよう とがIffimであるといえる。

に， 100年生を，@&え， 200{r:1:前後の林分においても Ifl]伐

の効栄が見られることをシJ~ していると考えられる c 向)抵

;illilfiパボ:では， IliJ伐後のほif:)&f毛が1111伐iIなの1.111i(T'i11主で

あり， liIJ伐の効染はあまり3担任者?ではなかった。

4.3 今後の施幾指針

i二多百人向)Jj(filij iU，~ ]日豆共に今後IHJ伐を繰り返すことに

よって，なるべく長期にわたって林を維持していくとい

う方針が立てられている。では，これらの林分をこのま

まの状態で、しばらく放澄し維持するのがよいのか，それ

とも 11¥]伐をおこなった方がよいのであろうか。 j二多12詩Td
ifl乏で、は， J拡散比数は0.5ではあったが，腕 I\~lj1砂川II:fn介
6十が約70m2/haiこ迭しており，私H訟が大変小さく近年

自然枯死したがi付cが存在した。尚涼調査iまでは， JI.lU設比

数は0.6であり， I~I r!.~枯死11，r;lf~，は見られないが， )仰向IfJr

ffIT:fl'i合計が85m2/haを越えている。また，奴iーばから

わかるように片校の11母体が見られ，今後の成長が危ぶま

れる。従って，雨林分ともこのまま放成すれば今後枯死

11，T;lf本カ'IBてくることカf推察され，あるおlJ交の骨子!究官:JllIを

定期的におこなう必裂があると考えられる

上多-i~T ， r';~?j涼ドi岡市交際:では，胸 jr，'，sn支持と wH留治:1.去に正

の相IVJが見られたc また， J-.多市対tHfl迂で、はある11m体の

{1~II1. j令直筏成長が 4mml年以上になるためには，ある

程度以 Lの例経1l11.まが必裂であることが示峻された。よ

って， fli]伐のl採には胸高i在任と樹冠mfi壬のWil係から，今

後1&1毛の見込めない↑11i11*を選別し伐採していけばよいの

ではないかと考えられるが，この点については，今後の

課題である。

5.おわりに

本i部査では，叫170-230{1~~:'.llíì後や210if. '1と前後の林

分がl，300-1，700m:l/haもの山諮樹であること，③210"1:

前後の林分でも年10m3/haもの高成長を維持できる

ということ， G:D210ilô~1ミ前後の林分の ii~I筏分布が変動係

数(すなわちJ古川I¥偏差)が小さい正規分布に従うこと，

争立木や1))j冠の配H{tがかなり J~J .であること，章、111]伐を

おこなうことによって， 10011:生を1越え， 200イドヨミにj止く

なっても Illj伐によって成長がねば立する11母体が存在するこ

とが線認でき

i毛伐j部施業をおこなってきた古野林業地でも，従来の

伐JUJを越えるとほとんどIlljfえが行われない例が少なくな

謝辞

本研究会進めるにあたって，~イ水分に対する 1m き取り

調査にこ、協力 iごさった，ii'fYe林業株式会社のi削減il!f元氏

をはじめとするおわも林業株式会社の皆械，現地調査にご

は力下さった出忠戸 .H;，J二関11計二氏，持口氏に浮く

御礼'1'しJ-.げます。さらに， .i}~t・な向荷台林の iOM :TIf をご尚之

可|ごさったij'j'光林業株式会社に!感謝のを去します。

引用文献

1) )11 J:十j・川上村森村組合(1995)JII I二村の休業.12pp， JlII'. 

付， 五三 J;~.

2) ;;!:fUI;T.f!l1 (1966)耳目i前7・応I!J統計学. 600pp， 必T1~1~~， ヰL五(.

:3) ;1とt.J'iJ'f ifi (1913) ，'r ~!r杉林の JIえ般制作 . k 11 * 111 +1; y.~ rll 
:370 : 1-2. 

4) rm持母災(1985)わかりやすし、i*栄{針。党Wf，説シ')…ズ '1吋~JUJ

の休業総'm二fHえJUJ林業への巡ー.79pp，休業科学技術J浜駅lljYr，
見心;L

日大fU¥ιI!!/・桜井戸1:)JÍ~ ・ 4五!必須犬(1 985) 秋 11I スギの 11'けま成長

について. 11林京北支H.お7:162-163. 
(i) ).-.:íU\!:I'.\( ・織的[、~fU .似)1:尚武・1¥ニj除IJ事rJl)・佐藤H{ifu;主・|刻附

(2000)秋山地}jで記録されたi¥11j荷台なスキ、人T:1*の成長経過.

H材;，1:1.;82 : 179・187.
7) kl'，'llu . (19(i])林:，j(の爪任分布について. J;C都府kilI[将i

5 : 9.18 
8)林間f)j' (1 999) 人~[体4半分 2必 l交 li~: J:IIU究1 :í~2幻覚1 (復刻).

22pp， 11本林*"技術協会，京Jlt.
9)鈴木 IE(198'1)スキ‘・ヒノキ林のiえf:l<:WJ他業法に!刻する{りi

ヲ，);.f必j込山ぶ;人t:絡の11と廷と施捻-. I'(jil品j 以~HY~試験場研究資

:f:1・1寸49.

10)鈴木IE(1995)大伐材'll'.I)!i.の林業. 175pp，令|五j材、梁改良作

及協会， tf(J;c. 
11) 山総絵~I\~'f .竹内典之 (1999a)京占!l!f'十jにおけるスギ人I:

十本の統!交付:f'l!( [ト111]"立法冷 Ji5忠寸¥:ilHき収りを小心に~

#1本!ふJIlωf究 8:117・120.
J2) ，)':j 怖絵'1\公・竹内典之 (1999b) ボ.'f ~!f'村におけるスキ、人r:

+~，の税収li^i:J' Il(I1).J!.l山 ~!Hj における|出111 伐のね徴~夜、1:1'応、JiJ

jiJf1e 8 : 121-12/1. 
13) ， ':Ij 締結ソJ!. ~!f .竹内yll.，と (1999c)i!Urtl'F村人I:材、のif'tll'，:， JJ[ 

:IJ:;と今後の協栄fl'i$I'. 1別利投jヲ:E71・i1‘76.




